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要旨：鹿児島県大隅地方鹿屋地区で閉じこもり傾向の高齢者の社会参加促進の場を設けて行ってきた

試みについてシンポジウムを行った。企画者は、話題提供者らと共に「Caf6ゆっくり生きる｡」と

いうたまり場を作り、１２の体験型講座（月２回）の運営にかかわってきた。人口減少が進み、公共交

通網も少なく、社会資源が少ない地域の高齢者と何ができるか、「生きにくさ」のなかでの乗り合いバ

ス、相手を認めるとは何か、今後はどのように進めていくかについて討論した。

KeyWords：閉じこもり傾向の高齢者生きにくさたまり場人口減少マイノリティ

企画趣旨

はじめに

天羽：おはようございます。今日は、シンポジストが鹿屋から来られるということで、台風のことが気になっ

ていましたが、天気が悪いと船が動かないですから、良い天気になってほっとしました。私は、２年前まで崎

原さんの同僚で、今は開業型の社会福祉士をしています。その関係で月数回、鹿屋方面を成年後見の仕事でま

わっていますので、司会を仰せつかったと理解しています。あもうと申します。

それではまず始めに自由企画シンポジウムを立案された崎原さんから、「閉じこもり傾向の高齢者の社会参加

促進一『Caf6ゆっくり生きる｡』の試みから考える」の企画趣旨について説明を受けたいと思います。よろ

しくお願いします。

崎原:小杉さんと村野さんのお二人が無事､大隅半島から錦江湾を渡って薩摩半島にある国際大学に、垂水フェ

リーで来られたので、粛々と進めたいと思います。

話題提供者の小杉は、鹿児島県大隅地区の拠点の一つである鹿屋バスセンター跡地近くで通信制高校である

八洲学園大学国際高等学校のサポート校「スタディルーム」を開き、不登校の子どもたちのたまり場を作って

きた。併行して鹿児島県の事業としての引きこもり．ニート支援なども行ってきた。

数年前から崎原は、これらの実践に関わる機会を得た。社会臨床学会の動向に関心のあった小杉が、学会の
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ホームページで、崎原の名前を見つけ直接職場に電話をかけてきた。今進めている事業について一度話をした

いと言われるので、その事業が行われている現場で話を聞きたいと答えたのがきっかけである。

今回の企画も最初は引きこもりの若者に対する内容で企画書を書いていると聞いた。途中から対象が変わっ

たけれども、現実に対処の迫られている、生きにくい若者に対する取り組みも含めたかたちになった。

長年、大隅地区で暮らす小杉は、薩摩半島に比べ大隅半島をエリアとする大隅地区の現状を公的な交通網を

はじめ、社会的資源が少ない。子どもたちに限らず、そのような社会的資源に関わらない／関われない人たち

がいると分析し、ライフステージに渡って、閉じこもり傾向にある人たちのたまり場を作れないかと構想した。

それが大隅地区の中でも鹿屋地区の閉じこもり傾向の高齢者に対するCaf6と、そこでの講座の開催という企

画になった。この事業は平成25年度の独立行政法人福祉医療機構による社会福祉振興事業の中の地域連携活動

支援事業の一つとして採択された。

今回はその半年間の実践を紹介するなかで、閉じこもり傾向の高齢者の社会参加促進について考える。小杉

さんには試みの背景と事業活動から見えてきたことについて概括的に話題提供してもらい、村野さんには事業

の中の公開講座、その他の運営に関わる中で見えてきたことを話題提供してもらう。指定討論者の崎原はCafさ

と公開講座を可能にした地域社会の特徴とそれに基づく今後の課題を含めて検討する討論の土俵を作りたい。

あれこれと勝手なことを言いながら大隅地区、なかでも鹿屋地区で何ができるか考えてみたい。

天羽：ありがとうございました。それでは続いて小杉さんと村野さんからヒューマンネットワークの取り組み

についてレポートしていただきたいと思います。よろしくお願いします。

話題提供「Cafeゆっくり生きる｡」の背景と方法、成果と課題小杉雅彦

小杉：初めまして。ヒューマンネットワークというNPO法人を村野さんらといっしょにやっている小杉と申し

ます。このオレンジ色の派手な建物なんですが、ここが僕たちの拠点です。今回の事業に入るまでとそれから

入った後のことを話させていただきます。（パワーポイントの画面を操作しながら）

僕は元々京都出身で、今まで生きてきたうちの半分くらいが京都で、残りが鹿屋で生活をしています。個人

的には、僕は鹿屋には地縁や血縁とかは一切ありません。僕のかみさんの実家が、鹿屋よりもさらに半島の先

の方、大根占って言う地名一今は名前が変わりましたけど－がありまして、お父さんが癌になったのが分かっ

て、うちのかみさんが長女で、僕は勤め人ではなかったので、動きやすいってことでこちらの方に来たと。

ところが来てみたら、だんだんと町が小さくなっていくなかで、おじいちゃんとかおばあちゃんが一人暮ら

しの世帯ばかりになってきて。亡くなったお父さんは、田舎によくある何でも売っている雑貨屋さんをされて

いたんですけれど、僕が行ったときには過疎化が進んで「ちょっと、これ無理じゃない？」って状況でやって

いました。それで、お母さん、父方のお母さん、おばあちゃんもまだ生きておられたので、この後、どうする

んだって話し合いになった。僕ら夫婦は、鹿屋市へ出てきて、実家の支援をしながら、僕らはちょっと大根占

で生活するのは無理だよれって話になった。こういう地域は、人間関係が濃すぎる。良い面もあるのですが、

全然違うところで育った僕にとっては、すごく生きづらい。

今回の企画の発端は、自分自身がそういう経験があるので、大隅半島、なかでも鹿屋地域には多分生きづら

い人いるんじゃないかな、みたいな発想があるかもしれない。そういういきさつで鹿屋に来たので、それまで

に何か知り合いがいたとか一切なくて。そこでいろいろしているうちに、いろんな人とつながって、去年あた

りから、これが始まったわけです。

僕は、元々心理職です。この心理って言うやつは、そこだけに注目すると、何でもかんでも全部、自己責任

になっちゃう。ではなくて、その人を取り巻く環境を、ちょっと変えてあげれば、その人の心理に直接当たら

なくても、楽になることってあるんじゃないかな、というあたりから、この企画は始まっています。やろうと

したときに、僕自身が、確固たる何かを持っていたわけじゃなくて、たまたまこの助成事業を見つけて、助成
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事業なら、いろんなことにチャレンジできるからやってみようということで、これを始めました。

どういう人たちを閉じこもり傾向の高齢者と定義するのか？実際にやってみてからわかったんですけど

も、非常に難しい。

僕は今回の事業をする前から、オレンジ色の建物と道を挟んだ反対側にある建物の１階で、いわゆる、通信

制高校のサポート校をやっています。なんで始めたかって言ったら、心理相談をやっているとき、若い子が来

て、この子らはちょっと環境を変えてあげたらなんとかなるんじゃないと考えるようになったから。例えば知

的とか身体的な障害のあるかたが行く学校として、特別支援学校がある。ところが、昨今有名になっているん

ですけど、自閉症スペクトラムなどの発達障害の人たちは、特別支援学校にはそぐわない。他方で、一般的な

全日制の学校とか、普通教育にもそぐわないっていうのが分かってきた。確固たるものがあってやったわけで

はないけれど、こういう子たちには通信制がすごく合ってるんじゃないかと。自分のプランでできますから。

ただし、自分一人で、家でするというのはなかなか難しい。

例えば、中学校のとき、不登校だったので、通信制の高校に行きました。勉強もしてないから、一人でやり

ましようっていうのは難しい。大人でも、ユーキヤンとかの通信教育をやろうと思ったって「積ん読」になっ

ている人はいっぱいいるわけで、一人で勉強を継続するのは大変。それをサポート校というかたちでサポート

してあげたら、わりかしスムーズに勉強が進むんです。勉強内容も緩いんで中途退学する理由もないし、今の

ところ、みんな卒業しています。

そういう流れもあって、今回「ゆっくり生きる｡」も始めたんですけど、若者の場合、引きこもりって言うん

ですけど、年を取ると、閉じこもりって言うらしい。前者の場合、将来を見据えてっていうことがあるんです

けれども、後者には将来がたくさんあるのかといえば、年齢的にそうはない。

例えば公務員なんかをされてきて、定年後、周囲には閉じこもっているように見えても、庭いじりなどしな

がら、自分のその環境の中だけで生きている人の場合、別に無理して社会参加させる必要はないんじゃないか

と。その人がそれで満足しているならば、わざわざそこから出てくることにどういう意味があるのかというの

を、実際やってみて感じました。

もう一つは、Cafさを作って自由に出入りしても良いことにして、一般とはちょっと違う変わった人が興味を

持ちそうな講座をするといっても､その閉じこもっている人が｢ハイハイ､そうですか」なんて言って､ピューッ

と来るようなことはないと…。利用者の数については､僕は全然満足してないので､これは時間がかかるなあっ

と思っています。

利用者の数を増やすためには、閉じこもりの定義自体が難しく、結構元気な人も来ているんです。元気な高

齢者向けの事業は、行政でもいっぱいやっています。そういうところに行けない人たちが何もしないでいいか

ら、ダランとしてられる場所を作ろうか、つまり何かしなければならないというmust思考ではなしに来れる場

所が必要じゃないかと、僕は考えていたので、あまり元気な人がいっぱい来るとですね、良貨が悪貨を駆逐す

る、悪貨ではないんですけど、趣旨とは違った方向に行ってしまう。元気な人が集まってくると余計、閉じこ

もりの人が来れなくなるから。

そこのあたりはすごく難しいところではあるんですけど、半年間事業やってみて、かたちが変わってきてい

ます。現在は、自主事業として、閉じこもり傾向の人たちだけにとどまらず、生きづらさを感じている人たち、

もしくは先ほどちょっと出ましたけれど発達障害を中心とした世間の価値観とはちょっと違う人たちの居場所

づくり、家以外での居場所づくりとして続けています。

３月いっぱいで事業が切れたので、次も応募して、継続したらいいんですけれど、制約がいっぱいある。行

政と一緒で、お年寄りと若者は全然違う事業として位置付けている。年寄りでいくなら年寄りでいけと、若者

でいくなら若者でいけと、いう話なんですけど、でも、僕らにしたら、そこをあんまり区切りたくない、みた

いな話がある。だからいまは自主事業として続けています。

自主事業っていえば、言葉はかっこいいんですけれど、どうやってスタッフや講師の金払うのという現実的

問題にぶつかる。ということで、さっきの黄色い建物の2階の一部で障害者総合支援法による就労継続支援B型
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事業所を６月から始めました。僕らは身体とか、知的とか、発達とか、障害を種別に分けたりはしないけど、自

立支援法が今、障害者総合支援法になっても、発達障害を含むという文言で精神障害の中に発達障害は入れら

れる。

１階では、これまでどおり、閉じこもり傾向の高齢者がきていて、そこのCafさや講座を２階が運営するかた

ちにしたんです。だから１階はお金稼がなくていい。無料に近いかたちでみんなが寄れる場所づくりをしてい

る。老若男女というか性別、年齢に制限なくやってこうというのが現状です。後は崎原さんや天羽さんからい

ろいろ質問していただけると聞いているので答えていきたい。ということで、講座の方の内容は、どんなこと

をしていたかというのを、実際に講師をしていただいた村野さんから説明していただきます。

話題提供「健康生き生き体操」講座にかかわるなかで見えてきたことと課題村野剛

村野：Cafさ内の講座で生き生き健康体操を担当しました村野と申します。元々は医療職です。高齢者の閉じこ

もり傾向にある人は、閉じこもっているので体力が落ちる。だから余計に閉じこもって身体機能が低下すると

いうところに着目しました。からだ作りに興味があるけど、閉じこもっている人の活動範囲を広げるアプロー

チをしようと思って取り組みました。

最初､体力チェックしてプログラムを進めて最終的に体力テストをやってどの程度回復したか､今後何をやっ

ていくかというとき、どの程度向上したかも含めてモチベーションを高めてもらえるような話し合いをしなが

ら、体力作りを続けてもらうと。

最初ウツウツとした表情の人でも体力作りをすると活動範囲がだんだんと広がっていく。すると自分に自信

が持てるような感じといいますか表情がだんだん明るくなってきて活発になる。いわゆる生活不活発病的なも

のから脱却するケースがありました。

ただもともと閉じこもり傾向にあるので、あまり動きたくない傾向にある人たちですので、メニューを加え

ていくと今日はもうお休みしたいですとかいう人もいました。他方で健康体操に興味を持っている人のなかに

はどうにかしようという気持ちがあったので、そういう人たちは、庭いじりから、散歩に出たりとか外に出て

いく人も、２，３人いらっしゃいました。

実際のメニューは、転倒防止のための下半身とバランス感覚強化になります。運動テストの結果を鹿児島県

が示した評価法に当てはめて実施しました。

運動をはじめたころは、やはり心肺機能も低いので、座位を中心とした足、膝関節の屈伸や体幹の運動、慣

れてきたら立位を中心として、敏捷性や持久力を高めるために負荷をかける方法に変化させていきました。

結果、健康体操により、ADLや生活機能は明らかに向上し、元々機能低下が少ない項目ほど運動効果が顕著

で、睡眠の質、社会的活動参加の意欲や高齢者特有の症候（起立性低血圧など）が改善傾向を示して居ると思

われます。

講座の開始時、終了時に行った体力テストの数値を六角形のチャートしたものを比較すると、六角形に近い

ほど、バランスがとれているというのが分かります。高齢者の場合、六角形のバランスが悪い。特にバランス

感覚が悪いので、下半身強化をすることから始める。この方の場合、体力的なところ、敏捷性とか柔軟性とか

を改善していくと生活不活発病的なところから脱却する傾向が見られると、半年ぐらいやって実感しました。

活動的になってくると当然、社会参加しやすくなってくると思っています。

行政とかも、居場所作りをずっとやっているなかで、この事業では、英語とか、料理作りとかいろんなメ

ニューをたくさん提示することによってその人が興味を持ったところで社会参加というよりも家から外に出て

もらうっていう。そういう居場所を、行政の網から洩れる人たちとともに、ゆるいかたちで作っていきたい。

ただ居場所づくりだけではなく、軽い目的を提示して参加しやすいかたちを作っていけないのかなと思ってい

ます。

ヒューマンネットワークというＮＰＯ法人とどのようにつながったか？というと僕は、小杉さんとはもとも
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と鹿屋でのコミュニティー放送の番組作りで知り合ったんです。僕自身は、隣の垂水市に住んで仕事をしてい

て、ちょっとここでこんなのやるからやらない？みたいな感じに言われて、簡単に乗っちゃったんです。他

にも今回は、福祉に興味のあるいろんな職業の人たち、織物をする人とか、栄養士さんとかいろんな人たちが

参加されました。結局、田舎とはいえ、人材はあっちこつちに散らばってるんです。それを上手くつなげてい

く人が今回は小杉さんだった。

福祉や高齢者問題とかをどうにかしたいなって思っている人たちをどうつなげていくかっていうところが今

後、「Caf6ゆっくり生きる｡」という事業をやっていく上で、また新たな課題になるのかな。スタッフなんかも、

ここで実際にスタッフが講座のときにちよこつと参加したりしていて、普段高齢者と触れ合う機会のないよう

な若いスタッフがなんですけども、１時間、２時間と触れ合いの時間が生まれている。そういうところの世代間

交流というのも、高齢者の人たちにはいいのかなっていう感じがしています。

天羽：どうもありがとうございました。それでは指定討論者になっている崎原さんのほうから、論点整理と問

題提起をお願いしたいと思います。崎原さんよろしくお願いします。

指定討論本シンポジウムを準備するなかでみえてきた論点 崎原秀樹

崎原：二人の話題提供を聞いていて、自然と、社会臨床雑誌22巻1号の巻頭言に自分が引用した文章につなが

りました。その雑誌を発行する学会の年次総会での加藤彰彦さん（ペンネーム・野本三吉）による記念講演を

聞いた知り合いが触発されたことばです。

「文化はそこにあるものではなく、そこにいる人間が一緒に助け合いながらそこで育み守っていくものであ

り、そういうものがコミューンや共同体である。そして文化は生活の中から生まれ生活の中で育まれていく、

そう考えると、生活を綴る、つまり、生活をどういうふうに作っていくか、を振り返ったりする活動は、次の

生活につながる。そういう作業も文化を産み、育む活動である｡」

このシンポジウムを行うための準備として、「Cafさゆっくり生きる｡」の事業活動報告書をもとにそれぞれ地

域的に離れているので、メールとか電話でやりとりしてきました。天羽さんが、閉じこもり傾向の高齢者に対

する取り組みを考えるにためには、大隅地方の抱えている課題とそれに対する他の試みとの比較を通じて、話

題提供を掘り下げる必要があるのではないかと指摘してくれました。

先ほど、小杉さんが、大隅地方に住むようになっての個人的な体験を話してくれましたが、そのような地域

にどう関わろうとしているか､地域との信頼関係を取り結んでいくにあたってどのようなことを考えているか、

生きにくいんだったらどう取り結んでいくのか、このあたりからの問いかけをもとにやりとりを始めたいと思

います。

天羽さん、よろしくお願いします。

大隅地区に行くようになってみえてきたこと

天羽：私は大隅方面に月３回ぐらい、成年後見の仕事で行っています。成年後見というのは、症状が重い認知

症や障がいを抱えている方で、親族のサポートがない方、そういった方の金銭管理や、生活支援をする仕事で

す。大隅に住んではいないので、大隅について内部的に詳しいわけではありません。非常に広い大隅地域を、

道路を自動車で走っているなかで、外側からの風景と、このところ南日本新聞の記事に書かれていることが、

なるほど重なるなと感じることが多いんですね。新聞の記事と自分自身が外から見た目が、かなり合致した記

事を紹介したいと思います。（OHCで南日本新聞の記事を映し出す）
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これは、２０代、３０代の女性人口が30年後どうなってるかを日本創生会議が、新しく統計的に推測したデー

タです。衝撃的なものだったんですけど、大隅の４市５町どういうふうになるかというと、一番減少率が高い

と言われている南大隅町で70.2％、その他もほとんどが激減。一番減少率が低いと推測されている鹿屋市でも

40％減少です。２０代、３０代の女性がいなくなるのですから、当然子どもが生まれなくなるので、人口激減は

避けられない、「故郷消滅に危機感」という記事もあります。

行政は、３０年くらい、少子高齢化社会に対する様々な対策を打っていると思うんですけど、ほとんど効果を

収めていない。今後ともいろいろな施策が出されると思いますが、基本的な流れを変えることはできないと思

います。そんななかでどうやって生きのびていくかっていうことなんですが、その前に参考として後見活動で

見たことを紹介します。後見を引き受けたら、まず被後見人のところを訪問するんですね。

病院とか施設に入所されている方が多いので、通帳とか重要な書類があるかどうか、そもそも住まいがどう

なっているかを調べるために、家に行く。地域包括の方とか役所の方と一緒に行くんですが、玄関の戸を開け

たとたんに、ネズミか猫が荒らしたのか分かりませんけど、ゴキブリとかもいますし、ぐちゃぐちゃになって

いて、うちの中に入れるような状況じゃない。そういうふうなかたちで家が壊れていく。かつてはそこで野菜

農家などをして一家団築がある、いわば普通の暮らしをしていたはずです。それが高齢化して病院とか施設に

入っていく、お子さんがいても別のところで生活しているから戻って来れない。家を処分するにしても、売っ

たり出来る価値があるわけがないので、朽ちていくしかない、そんな状況に出くわすことがあります。

これは６月２９日、今日の記事です。「消えゆく墓地｣、墓地すらも管理することが出来ないっていう、これは

鹿児島全域の話です。人口減少のなかで生きのびていくのは非常に大変。それでも色々な地域で様々な取り組

みをやって、それでも部分的なところでそれを盛り返していくことしか出来ないと思います。

いろんな意味で有名なのでは柳谷集落、通称「やんだん」での集落活性化があります。あそこは300人くら

いの人口の中での集落全員での暮らし再生の物語です。非常に素晴らしい全国的にも有名な地域ですが、あく

までも点、ほんとにスポットで盛り返すことぐらいしか出来ないのかもしれない。

国際大の地域総合研究所の高橋所長が代表で、今年から南大隅町と連携して、観光とか福祉とか経済とか農

業とか文化とか総合的なかたちで、南大隅町の活性化をテーマにして活動を始めたようです。

そういう様々な活動があるなかで、ヒューマンネットワークも鹿屋地区で活動されている。小杉さんたちの

ほうは、地域全体で盛り上がろうとしても、それには乗れない人もいるんじゃないか、そういう人たちを対象

にする。それと単に乗れないお年寄りだけではなくて、社会適応がうまくいかず自立を阻まれている若者、い

わば社会に乗れない若者を含めて、両方を結びつけていこう。そういう方々のたまり場を作っていこう、そう

いう思いが込められた意欲的な取り組みだと思うんです。

これらについて、小杉さんがヒューマンネットワークを立ち上げて、今回の事業を展開していく上で非常に

社会学的な意味で関心を持ったとされる、山口県周南市であった、集落皆殺しを謀った放火殺人事件と比べて

話をしてもらいたいと考えています。小杉さんの場合、地域の外側から来た人間ですけど、周南市の事件はＵ

ターン。鹿児島に戻ってきた人たちが適応出来ない状態も当然あるわけで、地域のなかにある社会的な排外視

の課題がどのように結びつけられるのかという課題があるだろうと思います。

また今後の活動をどういうふうにしていくか。助成が終了したので、就労継続支援Ｂ型で収入を確保するか

たちになっていますね。今後の若者の自立支援を、いわゆるお年寄りの支援とどういうふうに結びつけて行く

か、さっき述べられた内容をもう少し具体的に話してもらいたい。その際、村野さんあたりの活動と重ねてい

ただきたい。

動物的な感覚をかたちにすることから「Cafeゆっくり生きる｡」は始まった

小杉：僕は動物的な感覚で生きているもんで、このシンポジウムにやるとことになったときも、この事業を

始めるときもそうなんですけれど、ノープランで動いている。
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何らかの原因があって、それは自らのものなのか環境なのか分からないけれど、このままでは、普通に社会

の中でうまくやっていけないんじやないかという経験をしている若い子たちが、最初は気になっていた。一般

的な社会の基準で言えば、二次障害みたいなものが出てくるような子たちをなんとかしたいなという気持ちが

あったんです。

誤解を恐れずに言えば、崎原先生にしても僕や村野さんにしても発達障害って言われるかも分からんくらい

と言う意味で。天羽さんは、２回目でよく分からないけど、風貌からして仲間じゃないかなと。心理職の人た

ちにそんな人が多い。臨床心理士などが、若い子たちの相談にのったりするんですけども、いやいや相談のっ

ている場合じゃない、あなたが相談に行った方がいいよみたいな人がいっぱいいる。心理に興味を持つ人は、

自分のこういう状態はどうなんだろうと思うところから入る人が結構いる。

そういうふうなことを何も考えずにお年寄りになった人たちのなかには、もしかして閉じこもっているん

じゃないかなっていう人がいるかもしれない、というのが最初の感覚です。Caf6をやるなかで、今から社会参

加してがんばって、明るくなったところで三十年はないでしょう。余生を静かに過ごさせてくれよ、みたいな

人もいるわけです。そこんところが非常に難しい。

今、Caf6で児童養護施設出身の子を雇っているんです。何らかの事情があって高校を中退したら児童養護施

設にも入れないんですかね。

天羽：そんなことないんですけどね。

小杉：そんなことないですか？

天羽：ないんですけど、居づらくなるっていう点もあるかもしれない。お互いに。

小杉：そういう子が一人居て、施設で担当していた人が「この子なんとかならないですかね｣。みたいな話が

あって、いいですよ、スタッフで雇いますよ、と引き受けた。その子には、閉じこり傾向にある高齢者たちと

出会うなかで、何か見いだしていってくれないかなという希望があったりします。そんな気持ちだけで始めた

んです。

崎原：居場所づくりをやるとき、高齢者も若者もごっちゃにしてってのはすごくやりづらい。つまり、申請し

てもなかなか助成の対象にならない。今回の企画というのは高齢者をメインにしながら、若者が事業の中に絡

ませていけば、今言われたみたいに接点ができて、何かが生まれるのではないか？という思いつきで始まっ

た、と。

結果として、Cafさの利用者や講座の参加者はおよそ、どのぐらいの人数で推移していったんですか？Cafさ

はワンドリンクで300円で３時間居られる。講座は、１２講座で月２回、１回600円で受講できる。最初は１８くら

いで始めて、１ヶ月前後の無料体験期間を設けて参加者の数や反応をみながら、最終的には12講座に絞り込ん

だんですよね。

小杉:Cafさの利用者は一日10人とみていたんです。平均して１日10人も来なかったので予算的にもこの事業は、

大赤字で、手出しもいっぱいしている。講座の方も、多いところは８～１０人くらい、少ないところでは２～３

人くらい、大体、４～５人くらいで推移したかな。

人だけ集めるのなら､最初言ったように元気な高齢者をターゲットにしたらいい｡そうしたら芋づる式にいっ

ぱい来るんです。それだと僕がやろうとしている趣旨と違う。ターゲットとしている人にそういうやりかたで

はなしに、ぜひあなたなんですよって、来て下さいよ、とうたっても、そういう人はあまり来ない。

実際は、目標の四分の一程度。申し訳なくて、次年度の事業の助成金申請しなかった。自主事業にしてくし

かないな。ただ、そういうふうな場所ってのがなかったんで来た人は喜んでくれてます。長い間精神科へ入院

してたんだけど、いまは元気でいられる人たちと話をすると、すごく勉強になる。一番印象に残っている言葉

のなかに「足るを知る」ってのがあります。ここに来て、こういう感覚が、自分の中に身体に入り込んでいっ

たら、もう入院することはないだろうってその方はおっしゃっていました。

崎原：事業報告書や公開する事業活動報告書を一緒にまとめた者として、補足します。

閉じこもり傾向の高齢者にとってはただ単にコーヒーを飲みに来てね、って言われてもなかなか来にくい。
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具体的な方法として少人数で行われて一般社会では多数となりにくい趣味や学習の場として講座をCaf6内に

設けた。成果と課題として、助成終了後も事業継続するためには経費がかかりすぎる問題があった。そのなか

で、利用者と講師が一体となって講座を自主的にサークル化する動きが出てきた。場所を維持できれば、その

人たちが、少しずつでも周りの人を巻き込んでいける。いわゆる積極的に来る人じゃない人に声がかけやすく

なるし来やすくなるのかな。というのが事業活動報告書のまとめになるんです。

今後、Cafeや講座という居場所はどのように続けられるのか？

小杉：天羽さんが質問されていた、今後の展開なんですけれど。

さつきのオレンジのビルの2階で､『企画室ポパイ』という名称で就労継続支援Ｂ型の事業所を始めました。出

来るだけ制約を受けないようにということと、それからここでは、自閉症スペクトラム障害を中心とした人た

ちを受け入れていきたいので株式会社方式の法人でやり始めました。

障害者総合支援法ですから手帳を持っておられる方は簡単ですが、そういう発達障害とかいう方の場合、診

断すら行ってないことが多い。つまり、なかなか仕事採用面接ですら行けないという方たちを対象としようと

しているから、行政が受給者証を出すための基準ってのが必要となってくる。その基準をどうするんだってい

うところで今、ワイワイ、あれがおかしい、これがいいんじゃないかと言いながらやっている。なんとかうま

いこと折り合いがつきそうな感じで進んでいます。

Ｃａｆ６や講座の運営も徐々にそこへ移行させていっています。そこで働く人たちと、今まで来てくれていた閉

じこもり傾向の高齢者の人たちが一緒になることによって、何かが生まれるんじゃないかと思って、やってい

ます。

村野さんの講座は村野さん自身が忙しくなったっていうことで活動休止になっています。講座を自主揮営す

るためには講師謝金を払う必要があります。たった１人か、２人の受講生から毎回600円もらって、主催者が講

師に何千円かを渡していたら、立ちゆかない。小学生でも出来る引き算をしたら、あんたのとこ赤字じゃない

のかと。講師のかたから、それでは、私たちも心苦しいので、サークルとして受講生たちと一緒にやりますと

いうような提案が出てきました。基本的に僕の周りにいる人は、みんないい人たちだから、勝手にそういうこ

とを考えてくれるから、僕はごめんね、言っていたら、済むっていう感じで進んできました。

｢Cafeゆっくり生きる｡」という場と、地域での人のつながり

崎原：閉じこもり傾向の高齢者についてはずいぶん具体的に分かってきました。小杉さんが鹿屋バスセンター

跡地近く、元・美容室の建物を使って、Caf6や講座を続けているなかで、地域ってのをどういうふうに考えて

いるのか？抽象的な意味での地域なのかもうちょっと具体的な地域のイメージがあるのか？っていうのが

分かってくると、生きにくい人たちのつながりの場をどのように作ろうとしているのかが見えてくると思うん

ですけれど。

小杉：僕は京都出身で、今でも仕事で京都や大阪に行ったりするんですけど、電車が好きなんです。このCafさ

も電車の中みたいな場所にしたかった。みんながあちこちでなんかしゃべっているけれども、それは、どこか

の一線で排除していたりもする。これは絶対駄目とか、いいよとか、そういうあらかじめみんなに共通する規

則に沿って動いてるんじゃない、みんながそれぞれ考えながら自分なりにこれぐらいならいいだろう、という

感じでやれる場所にしたかった。

バスセンター跡地近くにしたのは、残念ながら大隅地方は僕の好きな電車が走っていない。バスしかないか

ら、みんなバスに乗ってくればいいんじゃないと僕はそう思う。でもそんな人がいない。みんな、ほとんど自

家用車でしか動かない、地域の活性化いうのは、バスという交通手段をみんなが利用するようになったら、随

分と活性化する。移動するときに人が見えてきますから。
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僕は、引きこもっている高校生などに家庭教師をつけるのは駄目だと思っている。わざわざ家のなかに居や

すい環境でできるので、ますます出なくてすむようになる。自家用車に乗せられて、学校に行き、帰りも自家

用車で帰ってくるというのも、それと同じことだと思う。人の価値観に触れることはないから、すべてが自分

の価値観で完結してしまう。自分では気持ちはいいかわからないけど、人とのつきあいが要らなくなってしま

う。

だから、そういうふうな地域の中で人間関係をどう取り戻すのかっていたら、どうなんでしょうか？研究

ではなくて、僕らに具体的に出来ることは、私、ここにいま－す、しかない。基本的に僕は、何が好きか嫌い

かをはっきり分かるように、こういう人間ですってことしか言わない。その判断基準を僕は出来るだけ分かり

やすいようにみせているだけ。講師の人とかスタッフの人は、みんな僕のことを好きなんじゃないかな、と僕

は思っているんですけど、実際には聞いてないので分かんないですけど、だから、好きだっていう人もいれば、

嫌いだって人も多分いっぱいいる。僕はそれで全然構わないというか。嫌いって思っている人とは、僕はその

人の関係がなくても構わない。勝手に嫌いって思っているだけですから、別に関係ない。好きっていう人とは

関わるようになるから、お互いで考えていきましょうみたいな。それが少しずつ広まって、地域のなかでの人

のつながりってできてくると僕は思うわけです。

崎原：結構、具体的なイメージのある、概念ですね。乗り合いバスのなかで、隣に全然知らない人がいても反

対側の知っている人と話している。知らない隣の人は、また別の話ができる。そのなかで移動できる人が、手

を挙げている小杉さんの隣に行ってみようか？行ってみたら、そこでやっていることに参加してみようとい

う気になった。気が付くとそこには、他の人もいた、その人たちともつながっていこうか、そこから何かが始

まるみたいな、そういう場づくりなんでしょう。

私もどちらかというとさびしがり屋のくせして、さっき小杉さんが言われた意味でのそこにすでにあるルー

ルにしたがって、集団行動をするのは得意じゃない。この指止まれ！好きなやつ来て勝手にやっていいよ、

しんどい距離になったら離れていいよ、近づきたくなったらまたどうぞ。そういう場所を作るには、助成金事

業はすごくありがたい。最初のいろんな設備投資でお金が要るから。動き出して目標の数値を達成しなかった

場合、その場所を維持出来れば、自主運営になるけど、この指止まれ！を続けられる。

そこで、村野さんには、小杉さんを一言で言うとどんな人か、どんな知り合いかなっていうのを言ってもら

いたい。

村野：非常に難しい質問ですが、小杉さんは得体の知れない人です。いつの間にか引っ張り込まれている。こ

の人は、いい意味で詐欺師的な、とにかく何となく協力したくなるキャラクターを持っている。ちょっとお願

いとか、ごめんとか言われると気を許してついつい乗ってしまうというそういうキャラクターではないのかな

と思います。

その周りにいる人が、この雰囲気でずっと生きていた人をどうサポートするのか？というと、税理士さん

とか、きちっとした人が周りについてサポートして、いわゆるヒューマンネットワークというものを構成して

いる。福祉と言いつつ、福祉に全然タッチしてない人が、福祉をやろうとしている人に協力して、全体で福祉

事業を展開していると言えるかもしれない。それがまた地域のある種のキーパーソンがつながっていって、大

きなうねりになっていけば、この事業はもっと活発な活動が出来るのではないかと思います。

｢Cafeゆっくり生きる｡」と周南市の事件

天羽：最後に一つだけ、小杉さんに質問。周南市事件とこの事業との関わりをどのように考えるのかを聞かせ

てください。この点が触れられていなかったので。気になっているところなので。

小杉：周南市の事件は、いろんな興味深い点があるので、これからいっぱい本とか出てくると思うんです。だ

から僕が思っていることが正しいかどうかは解らないんですけれど。加害者の方にとって、あの事件がきっか

けではなくて、地元に帰ってきてから、事件に至る日常生活そのものが彼を追い込んでいったんだと僕は思い
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ます°周囲の彼に対する態度や付き合い方には悪意はなかったかも分からない。悪意がないから怖いんです。

彼は、「郷に入れば郷に従え」っていう、その、郷に彼は入れなかった。入れない人を周囲の人たちはそういう

人もいると認められなかったのではないか？

僕は、３０歳少し前ぐらいで京都から鹿屋に来ているんです。言葉（方言）が変わりません、別に無理して言

葉を維持しようとは思ってない。変われるもんなら変わってもいいんだけど変わらない。子どもの場合、その

地域の言葉に変わることが多い。あれはその関係性の濃さが影響しているんじゃないかな、身体を預けて友達

と一体となっていく。大人は一体となって、まではいかない。自分は自分でありつつ、相手と過ごす環境を作

る。その辺のところから周南市の事件を見ていくと、僕たちのCaf6とのつながりが見えてくるんじゃないか、

と。

周南市のあの事件の場合、やられた人だけではなく、加害者も被害者じゃないかなと僕は思うんです。ああ

ゆうことをした人を被害者なんて言ったら怒る人いると思いますが、でも、僕はそんな気がする。加害者、被

害者両方の心理を考えると、ある先生が言った、僕大好きな言葉があるんです。「私の常識はあなたの非常識と

思って話をしなきゃいけない｣。私の常識はあなたの非常識。この前､僕は､Caf6の若いスタッフにそれを言っ

たら、あのね、私の常識はあなたの非常識というのは、それまんま、小杉さんのことでしよって言い返されて

しまった。

常識には範囲があるんです。例えば日本の常識が世界で通用するか、通用する地域もあるし、時間的には、

時代的な制約も出てくる。僕の家には､醤油は二本ある。一本は「ちゃんとした」醤油。もう一つは甘い「こっ

ち」の醤油。鹿児島の人は甘い醤油が標準でしよ、あれを醤油という、もう一つの方を辛口という。でも、日

本全国レベルで言ったら少数派で、多数派は、辛口といわれている「ちゃんとした」醤油で、「こっち」のは味

付け醤油なんです。それがそれぞれの文化であって､それはそれで両方ともそれでいいんじゃないかという話。

それをどっちか一方が正しい醤油なんていうことにしたら、論争っていうかケンカが起こります。

生きていく上で自分が持っている価値観が、相手やその地域とは違う場合、どういうふうにしたらよいかと

いえば、やっぱり相手は相手として認める。多分、相手を認める為には、自分に自信を持ってなかったら相手

をそのままの相手として認められないけど。つまり自分のなかでの絶対的な評価を、相対的な評価にして相手

を認めるのは難しい｡相手を認めることは決してそのことに対して私もそうしますと言っているわけではない、

あなたはそういうふうに考えるし、行動するのねとただそれだけを認める話なんです。そういうことが出来て

いたら、殺人まではいかなかったかなと思います。

おわりに－マイノリティの文化をどのように作るのか？

天羽:もう時間ですね。私の方の交通整理がうまくいかなくて、実際のCafさや講座での活動報告ということと、

地域そのものをどういうふうに捉え返すかという理念的なところが混線していて、分かりづらかったところが

あってすみませんでした。

小杉さんたちヒューマンネットワークの取り組みは､地域で単に家に閉じこもっているというだけではなく、

そこから疎外されているというふうに考えられる高齢者を対象にしている。併せて生きづらさを抱えている子

どもたちも対象にしながら、両者をドッキングさせて事業を回していっている。明確なイメージはあるけど、

非常に困難な取り組みで、今のところはとにかくそれを継続して行きたいということでした。でもどういうふ

うにそれができるのか自体がこれからの課題だと思うんですけど。

地域ということで考えると、大隅半島全域が、人口減少で地域が崩壊して主要集落がなくなっていくという

危機的見通しのなかで、様々な団体が地域全体を活性化するかたちで取り組みを行っています。そのような取

り組みのなかでも取り残されていく、そういう方々もいるという前提で言えば､マイノリティに対するアプロー

チになると思うんです。待っていれば、来てくれるというわけではない、アウトリーチしていってもそれにつ

ながるというわけじゃない、非常に困難な実践だと思う。それを、小杉さんや村野さんたちは、鹿児島で云う
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｢てげてげ」っていう感じで、乗り切っていこうということじゃないかなと思います。

非常に雑ぱくなまとめで申し訳ないんですが、これでこのシンポジウムを閉じさせていただきたいと思いま

す。小杉さん､村野さん、報告ありがとうございます。皆さんからも拍手を。どうもありがとうございました。

資料

南日本新聞2014年５月９日「若い女性半減896自治体2040年人口流出試算」

「故郷消滅に危機感」「地方の若年女性半減」

日本創生会議・人口減少問題検討分科会発表資料

2014年６月８日「空き家増自治体苦慮」

2014年６月２９日「消えゆく墓地」「過疎高齢化維持難しく」

日本創生会議・人口減少問題検討分科会は増田寛也氏を座長に2014年、総合的な少子高齢社会のありようを

データに基づきレポートし、大きなインパクトを与えた。

乗り合いバスという公共圏一シンポジウムの記録をまとめるなかで－

崎原秀樹

今でも、小杉さんが何を考えているのかは分からない。それでいいと思っている。それでも、雲間に覗く太

陽のように少し見えたと思える瞬間がある。2013年10月１０日に鹿屋に行き、「アコースティックナイト」の公

開録音を聞いたときがそれである。

小杉さんとの付き合いは、不登校や引きこもり傾向の青少年とのかかわりをしているので、意見をもらいた

いという一本の電話から始まった。福祉医療機構の助成事業に申し込むから手伝ってというから、てっきり、

青少年にかかわる企画で申請するのかと思ったら、閉じこもり傾向の高齢者向けの企画「Caf6ゆっくり生き

る｡」だという。

ＦＭ垂水から流れているこの音楽番組で彼は、何回か「Cafさゆっくり生きる｡」について話している。この

番組のディレクターが、Cafさでは「健康生き生き体操」講座を担当した村野さんである。福祉医療機構への事

業活動報告書には、この内容を資料として入れようと思った。そのなかで取り上げた山口の連続殺人放火事件

について訊くと、必要があって書いたレポートだと言う。それも入れようと提案した。

「Cafさゆっくり生きる｡」という事業を進めながら、これまで彼が何を考えて鹿屋の地で生きてきて、そこ

で何を感じて、何をしようとしているのかが、見えた気がしたからである。小杉さんに対するこのような理解

は妥当なのかどうか分からない。自分としては彼と付き合いやすくなったし、自分の仕事の方法に影響を与え

られている。

公開録音の素起こしをもとに見出しをつけて読みやすく編集した内容と前述のレポートをもとに、小杉さん

と事業活動報告書をまとめることにした。

山口県周南市連続殺人放火事件とCaf6事業をつなげる着想が見えてきたからである。

「限界集落と言われる少子高齢化と人口減少が沸点に達したような環境のなか生活する者」は､他の地域に対

して「多かれ少なかれ疎外感を持っている。持っているがそれを認めたくない、だからその疎外感は自からは

表明しにくいもので表明すると、疎外されている者、さらには排除されている者と自ら認めてしまうことにな

る。それだけに、そのなかにいる者同士の連帯感を生むことにもなる。そしてそこに異文化を持ち込む者を排

除することで、自分たちが疎外される者、排除される側ではないことを証明してみせるのである｡」
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疎外が入れ子構造のなかで再生産される。つまり、日本のなかで孤立した地域が疎外され、その地域のなか

で孤立した帰郷者が事件を起こしたのではないかという仮説を立てる。不謹慎かもしれないと断り、今回の事

件では、加害者も被害者ではないか？と話す。

番組では､癌になり、引退もささやかれていた当時の吉田拓郎が、中島みゆき作詞作曲の「ファイト」を歌っ

ているライブ映像が流されていた。

「｢Cafさゆっくり生きる｡」って場のそもそもの目的は、たった一人になったとしても、「ファイト」ってい

う、こういう曲があることによって、何か救われることがあるじゃないかなっていうことと、持て余している

力を何とか違う方向に持っていけないかなって｡」

今回、シンポジウム当日の記録をまとめてみて、小杉さんの着想と実践の一端を、天羽さんの切り込みを出

発点にした「雑談」を通してある程度、浮き上がらせることができた。

プライバシーや個人情報保護の重苦しい空気がよどむなかで、公にした方がよいと思われることが隠され、

公にしないと守られないことも隠蔽されていく。

いろんな状況のなかで、相対的に少数派あるいは孤立している者たちにとっての居場所というか、生きてい

きやすい環境をどのように作るか？市民革命後のヨーロッパのCafさや居酒屋でいろんな背景の人たちが、周

囲に人がいるなかでしていた「雑談」を公共圏の始まりとする考え方がある。そのような場でいろんな出来事

についていろんな考え方を交わすことや、周囲にいてそれらに耳をそばだてて聞くことから、いろんな営みの

きっかけが生まれてきた。小杉さんの乗り合いバスのなかで何をするかのたとえは、この延長にあると思う。

そのような公共性、公共圏を、前述の重苦しい空気がよどむなかでどのように作れるのかが、いま、切実な

課題の一つであることが、明確になってきた。

「Cafさゆっくり生きる｡」は、新たなかたちで自主事業に展開している。すでにかかわっている青少年に、

新しい青少年もスタッフに加える組織を作って「Cafさゆっくり生きる｡」を続けている。そこまで、私は見

通せなかったが、社会福祉の専門家が参加する学会のシンポジウムで、「Cafさゆっくり生きる。－閉じこも

り傾向の高齢者の社会参加促進」としてその成果と課題を討論する。記録も文章化し、事業活動報告書と共に

閲覧できるようにしようというアイデアは、「アコースティックナイト」の公開録音直後に、小杉さんに提案し

ている。

微力だが、企画を進める言葉と、活動を血の通ったかたちでつなげる試みを進めていきたいと思っている。
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ThinkingfromtheexperimentofCaf色LivingＳｌｏｗ
一apromotionofsocialparticipationsofelderswhotendtoshutthemselvesout-

HidekiSakiharaKouichiAmouMasahikoKosugi’ElkeshiMurano

Weheldsymposiumsonourexpenmentofcreatingaplacethatpromotessocialparticipationsofelders,whotendto

shutthemselvesout,inKanoyajiakuofOsumiareainKagoshimaprefbcturc､Theplannerhascreatedahangout,Ｃａ腿

LivingSlowうtogetherwiththetopicproviders,andhasbeenengagedinmanagingl2hands-onworkshops・Ｗｅｄｉｓｃｕｓｓｅｄ

ｗｈａｔｗｅｃａｎｄｏｗｉｔｈｔｈｅｅldersinacommunitieswiththepopulationerosion,littlepublictransportationavailable,scarce

socialresources,acommunitybussystemindifficultyofliving,whatistoacceptothers,ａｎｄｈｏｗｗｅｇｏｆｒｏｍｈｅ唾．

KeyWOrds:elderswhotendtoshutthemselvesout，difficultyofliving，ahangout，populationdecline，minority


